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人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

３
（２月１日現在 : 住民基本台帳）
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2016（平成28年）
No. 120

主な内容

世 帯 数 ２万 4,902 （－ 35）
人　 口 ５万 4,924 （－ 80）
男 ２万 5,751 （－ 33）
女 ２万 9,173 （－ 47）

出　 生 22
死　 亡 79
転　 入 148
転　 出 105

｢辺り一面、銀世界」

市役所屋上にて（１月25日撮影）
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○
第
31
号

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
か
ご

　
し
ま
２
０
０
８
壮
行
会

○
第
85
号

　
大
韓
民
国
順
天
市
の
国

　
際
庭
園
博
覧
会
で
本
市

　
の
庭
園
が
展
示
さ
れ
る

○
第
88
号

　
外
木
場
義
郎
氏
に
市
民

　
栄
誉
賞
第
１
号
を
贈
呈

○
第
１
１
４
号

　
市
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

　
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

　
み
ん
な
の
体
操
会
が
開

　
催
さ
れ
る

○
第
１
１
９
号

　
南
九
州
西
回
り
自
動
車

　
道
野
田
IC 

－

阿
久
根
北

　
IC
間
が
開
通

次
の
10
年
へ

　

新
市
に
な
り
、
１
１
９
カ
月
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
度
、
本

市
の
一
般
会
計
本
予
算
は
、
２
２

５
億
４
４
０
０
万
円
。
２
０
１
６
年

度
の
当
初
予
算
は
、
２
５
８
億
４
１

０
０
万
円
の
見
込
み
で
す
。
市
の
職

員
数
は
、
１
０
９
３
人
か
ら
８
９
５

人
（
来
年
度
当
初
見
込
み
）
に
な
り
、

次
の
10
年
に
向
け
て
、
来
年
度
の
予

算
や
職
員
数
も
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
10
年
後
の
出

水
市
や
10
年
後
の
自
分
の
こ
と
な
ど

を
想
像
し
て
も
ら
い
、
市
民
10
人
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
表
紙
）
で
振
り
返
る
10
年

広
報

　

新
出
水
市
が
誕
生
し
て
、
３
月
で
10
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
発
行
し
た
広
報
紙
の
表
紙
で
振
り
返
り
ま
す
。

第１号▷
広
報
い
ず
み
第
１
号
（
本
庁
で
の
開
市
・
開
庁
式
）

▷
第
61
号
（
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
）
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３
７
２
０
人

　

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
３
月
13
日
、
１

市
２
町
が
合
併
し
出
水
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
広
報
い
ず
み
創
刊
号
（
第
１
号
）
に
掲

載
さ
れ
た
人
口
は
、
５
万
８
６
４
４
人
で
し

た
。
今
月
号
（
第
１
２
０
号
）
に
掲
載
し
た

市
の
人
口
は
、
５
万
４
９
２
４
人
。
新
市
誕

生
時
と
比
べ
る
と
市
の
人
口
は
３
７
２
０
人

減
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
の
10
年
、
20
年
、
そ
れ
よ
り
先
を
展
望

し
、
急
速
に
進
む
人
口
減
少
社
会
、
少
子
高

齢
化
社
会
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
未
来
の
出
水
市
を
考

え
策
定
さ
れ
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

出水市が誕生して 10 年がたちました

10 年後の出水市は？ 10 年後の自分は？

市制施行 10 周年記念式典および記念講演を開催します

日　時　３月 12 日（土）　オープニング　午後 1 時（正午から受け付け）
　　　　　　　　　　　　記 念 式 典　午後 1 時 30 分
　　　　　　　　　　　　記 念 講 演　午後３時 30 分　講　師　桐野 作人 氏
　　　　　　　　　　　　「歴史のなかの出水～戦国時代を中心に～」
場　所　市文化会館
問い合わせ先　本庁総務課 10 周年記念事業推進室（☎ 63 － 4124）
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市
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

活
力
あ
る
経
済
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

「
出
水
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
出
水
市
ま
ち・

ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
総
合
戦
略
）

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
将
来
展
望
と
し
て

２
０
６
０
年
（
平
成
72
年
）
に
人
口
４
万
３
千

人
程
度
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
目
標
に
向
け
て
策
定
し
た
（
総
合
戦

略
）
で
は
「
産
業
振
興・し
ご
と
創
出
」「
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
」「
定
住
・
交
流
促
進
」

の
３
つ
の
戦
略
を
立
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
の
実
現
に
向
け
て
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

ビジョン
　

総
合
戦
略
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、

本
市
の
実
情
に
合
わ
せ
た
目
標
や
施
策
の
基
本

的
方
向
、
具
体
的
な
施
策
・
事
業
を
ま
と
め
た

計
画
で
、
期
間
は
本
年
度
か
ら
５
年
間
で
す
。

　

戦
略
で
は
、
各
施
策
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
も
の
と

考
え
「
産
業
振
興
・
し
ご
と
創
出
」「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
」「
定
住
・
交
流
促
進
」
の
３
つ
の
方
向

で
施
策
を
進
め
ま
す
。

　

各
施
策
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
業
績
評
価
指

標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
設
け
ま
す
。
実
施
し
た
施
策
・

事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
訂

を
行
い
ま
す
の
で
、
来
年
度
か
ら
一
斉
に
実
施

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2060 年に４万３千人の確保を目指す
　＝人口減少にブレーキ！
○現状の見通し
何も対策をとらないと…
　・2010 年　55,621 人
　・2020 年　50,705 人
　・2040 年　40,696 人
　・2060 年　30,813 人…になってしまいます。

（国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計）

・合計特殊出生率を現在の 1.85 から 2040 年　
には 2.1 まで引き上げる
・社人研の年齢層別純移動率仮定値に 2.0％を
　加算した値を持続していくことによって…

○総合戦略では

　・2020 年　52,673 人　　（＋ 1,968 人）
　・2040 年　48,477 人　　（＋ 7,781 人）
　・2060 年　43,675 人　　（＋ 12,862 人）
　を目指します。

（カッコ内は社人研推計との比較）

国立社会保障・人口問題研究所の出水市人口の推計と本市総合戦略推計（目標）
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第
１
の

第
２
の

第
３
の

創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

新
規
創
業
者
へ
の
支
援

企
業
誘
致
・
雇
用
創
出
対
策

自
伐
型
林
業
の
推
進

薬
用
植
物
産
地
確
立
支
援

特
定
作
物
生
産
拡
大
支
援

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
情
報
発
信
と
販
路
拡
大
へ
の
支
援

畜
産
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
対
策

６
次
産
業
化
へ
の
支
援

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

農
林
漁
業
後
継
者
の
確
保
育
成

水
産
業
活
性
化
推
進

地
場
企
業
振
興
支
援

住
宅
建
築
等
工
事
の
促
進

商
店
街
活
性
化
支
援

産
業
振
興
・

　
し
ご
と

　
　
創
出
戦
略

数値目標（ＫＰＩ）
本市への移住者

…５年間で 千人
市内宿泊者数

…５年間で 50 万人

数値目標（ＫＰＩ）
１年間に生まれる子供の数

　…５年間平均で 480 人
合計特殊出生率

…2019 年に 1.85 を維持
保育所待機児童

…2019 年までに ０人

数値目標（ＫＰＩ）
第１次産業新規就業者数

…68 人
新たな就業の場の創出

　…109 人分
市内事業所従業者数

…2019 年までに ２万人

結
婚
・
出
産
・

　
子
育
て
戦
略

定
住
・
交
流

　
促
進
戦
略

新
た
な
仕
事
を
創
る
た
め
に
、

企
業
誘
致
や
創
業
・
事
業
支
援

を
行
う
（
創
る
）

地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強

化
や
積
極
的
な
販
路
拡
大
事
業

を
展
開
し
、
攻
め
の
産
業
振
興
・

し
ご
と
創
出
に
努
め
る
（
攻
め
る
）

既
存
の
産
業
を
守
り
育
て
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
支
援
を
行
う（
守
る
）

出
会
い
と
交
流
の
支
援

不
妊
・
不
育
の
治
療
支
援

支
援
体
制
の
充
実

産
前
産
後
の
支
援

情
報
提
供
の
充
実

経
済
的
な
支
援

働
き
や
す
い
職
場
環
境
に
向
け
た
啓
発

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

移
住
・
定
住
促
進

住
居
等
支
援

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

観
光
資
源
の
整
備
・
活
用

国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の
誘
致

観
光
情
報
の
発
信

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
・
合
宿
誘
致
の
推
進

受
入
態
勢
の
整
備

広
域
的
な
連
携

若
い
世
代
の
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
の

希
望
を
か
な
え
る

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
を
切
れ
目

な
く
支
援
す
る

子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
人
を
支
援

す
る

定
住
促
進
事
業

交
流
促
進
事
業

・しごとと安定した雇用を
　創出します。

・結婚や子どもを持つことを
　望む人を支援します。
・安心して妊娠・出産・子育て
　ができるまちを目指します。

・人々を呼び込み、活
　気とにぎわいをつく
　ります。

鳥獣被害防止対策研修会麓武家屋敷・着物着付け体験 セカンドブックスタート



マイナンバー通信⑫　つるのしんと
マイナちゃんによる

－個人番号カードの申請期限について－マ
イ
ナ
ン
バ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

個人番号カードの申請期限はないから、必要と思っ
たときに申請すれば大丈夫だよ。でも、注意が必要
なことがあるから紹介するね。

コンビニで住民票とか取得できるから個人番号カードを
申請しようと思うんだけど、申請期限とかあるのかな？

交付申請書について
○通知カードと一緒に送付された個人番号カード交付申請書は、住所や氏名が変
　更になると使用できません。
○新しい申請書は市役所窓口で受け取るか、個人番号カード総合サイトからダウ
　ンロードしてください。

　
引
っ
越
し
シ
ー
ズ
ン
は
、
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

～
３
月
２７
日
（
日
）、
４
月
３
日
（
日
）、
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
を
開
設
～

　

例
年
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
、

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
る
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の

た
め
、
市
民
生
活
課
等
の
窓
口
が
大
変
混
み
合
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
時
期
の
市
民
生
活
課
等
の
窓
口

の
混
雑
を
緩
和
す
る
た
め
、
休
日
窓
口
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
内
の
多
く
の
自
治
体
で
同
様

の
休
日
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
日
程
・

取
り
扱
い
業
務
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
各
自
治
体

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

窓
口
開
設
の
日
時

　

３
月
27
日
（
日
）、
４
月
３
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
同
５
時

　

15
分
ま
で

開
設
す
る
窓
口

　

本
庁
市
民
生
活
課
・
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

　

・
野
田
支
所
総
合
市
民
課

取
り
扱
う
業
務

○
住
所
変
更
の
手
続
き
（
転
入
・
転
出
・
転
居
の

　

届
け
出
の
受
け
付
け
）
お
よ
び
住
所
変
更
に
伴

　

う
諸
手
続
き

○
印
鑑
登
録
、
戸
籍
届
け
出
の
受
け
付
け

○
住
民
票
・
印
鑑
登
録
・
戸
籍
関
係
の
証
明
発
行

　

事
務
（
住
民
票
写
し
の
広
域
発
行
は
除
く
）

※ 

他
の
市
町
村
役
場
等
に
問
い
合
わ
せ
を
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
日
処

　

理
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

　

他
の
業
務
に
つ
い
て
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、
運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

届け出 届け出の期間 届け出に必要なもの

転 入 届 新しい住所に住み始
めた日から14日以内

・前住地の転出証明書
・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・全員の個人番号通知カードまたは個人番号カード

転 居 届 〃

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・住民基本台帳カード（交付者のみ）
・全員の個人番号通知カードまたは個人番号カード

転 出 届 転出日（予定日）
の前後14日以内

・国民健康保険証、国民年金手帳（加入者のみ）
・後期高齢者医療保険証（加入者のみ）
・介護保険証（加入者のみ）
・印鑑登録証（登録者のみ）
・住民基本台帳カード（交付者のみ）
・個人番号カード（交付者のみ）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係　

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
市
民
生
活
グ
ル

　

ー
プ
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
市
民
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

交付手数料について
○個人番号カードのみの交付手数料は無料です。
○ 2017（平成 29）年 4 月 1 日以降に個人番号カードを申請されると電子証明書
　発行手数料 200 円が発生します。
　（電子証明書を発行されない場合は手数料はかかりません）
○通知カードに同封された返信用封筒の使用期限は 2017 年 10 月 4 日までです。
マイナンバー制度に関する問い合わせ先　コールセンター（☎ 0120 － 95 － 0178）

問い合わせ先　本庁企画課
　行政改革係（☎ 63 － 4037）

 個人番号カード交付申請書は、住 
 所等が変更になると使えません。
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市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

「
税
所
邸
」
で
は
、
３
月
31
日
ま

で
ひ
な
人
形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
も
て
な
し
の
心
育
成

協
議
会
、
出
水
麓
街
な
み
保
存
会

に
よ
る「
ひ
な
ま
つ
り
の
お
手
前
」

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
雅

で
華
や
か
な
ひ
な
飾
り
を
眺
め
な

が
ら
お
茶
を
一
服
し
ま
せ
ん
か
。

日　
時　
３
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※
先
着
１
０
０
人

場　
所

　

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

料　
金　
３
０
０
円

※
お
菓
子
代
含
む

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
観
光
交
流

　

課
観
光
係
（
☎
�
４
０
６
１
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

ひ
な
ま
つ
り
の
お
手
前

い
か
が
で
す
か

開催日　３月 20 日（春分の日）、21 日（振替休日）
時　間　両日とも午前７時～午後７時
※会場周辺の交通規制にご協力ください。
場　所　高尾野駅前中心部商店街
問い合わせ先　高尾野「中の市」実行委員会
　　　　（鶴の町商工会本所内）（☎ 82 － 1065）

　毎年、春分の日（彼岸の中日）とその翌日に開催される
鹿児島県三大市のひとつ、中の市（別名「そば市」）が、
３月 20 日（日・春分の日）、21 日（月・振替休日）の両
日開催されます。開催当日は混雑が予想されますので、肥
薩おれんじ鉄道等の公共交通機関または一般大駐車場と会
場を結ぶ専用シャトルバス（無料運行）をご利用ください。

中の市開催！！

　
「
着
物
で
麓
武
家
屋
敷
を
歩
こ

う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
茶

や
お
菓
子
の
お
も
て
な
し
、
琴
の

演
奏
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　
時　
３
月
27
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

受
け
付
け
（
着
付
け
）

午
前
の
部　
午
前
９
時
～
同
11
時

午
後
の
部　
午
後
１
時
30
分
～
同

　

３
時

　
（
吉
田
宅
（
麓
町
24
番
11
号
））

武
家
屋
敷
散
策

午
前
の
部　
午
前
11
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
３
時
～
同
４
時

※
着
用
し
た
着
物
と
帯
は
持
ち
帰

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す

※
散
策
後
、
着
物
を
着
替
え
終
了

　

と
な
り
ま
す
。

※
車
で
来
ら
れ
る
方
は
、
出
水
小

　

学
校
前
の
広
場
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。

※
当
日
は
着
物
を
た
く
さ
ん
準
備

　

し
て
い
ま
す
が
、
先
着
順
に
着

　

物
と
帯
を
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

　

着
物
、
帯
、
足
袋
以
外
を
自
分

　

で
準
備
さ
れ
る
方
は
、
着
て
帰

　

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

参
加
料　
１
人　

５
５
０
０
円

※
着
付
け
料
お
よ
び
履
物
、
長
襦じ

　

袢ば
ん

の
レ
ン
タ
ル
料
を
含
む
。

※
参
加
費
入
金
で
申
し
込
み
を
完

　

了
し
ま
す
。

着
物
で
麓
武
家
屋
敷
を

歩
こ
う

※
申
し
込
み
完
了
後
の
キ
ャ
ン
セ

　

ル
料
は
２
千
円
で
す
。

申
し
込
み
方
法　
参
加
申
込
書
に

　

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵

　

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

　

み
い
た
だ
き
、
参
加
費
を
お
振

　

り
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務

　

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
３
月
22
日
（
火
）

※
午
前
の
部
も
午
後
の
部
も
先
着

　

35
人
で
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

着
物
で
麓
武
家
屋
敷
を
歩
こ
う

　

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
堂
脇
）

　
（
☎
�
１
２
４
４
）

　
（
一
社
）
出
水
市
観
光
協
会
に

よ
る
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
協

賛
事
業
「
第
52
回
ツ
ル
を
送
る
夕

べ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
時

　

３
月
19
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分

　
（
午
後
６
時
開
場
、
午
後
７
時

　

か
ら
歌
謡
大
会
）

場　
所　
出
水
公
会
堂

内　
容

　

ツ
ル
羽
数
当
て
ク
イ
ズ
表
彰
、

　

歌
謡
大
会
、
ツ
ル
親
善
大
使
紹

　

介
、
ツ
ル
え
さ
代
募
金
贈
呈
、

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
な
ど

※
飲
食
ブ
ー
ス
を
会
場
内
に
設
置

　

し
、
軽
食
、
つ
ま
み
、
飲
み
物

　

を
販
売
予
定
で
す
。

※
飲
食
物
は
持
ち
込
み
も
で
き
ま

　

す
が
、
ご
み
は
必
ず
お
持
ち
帰

　

り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
出
水
市
観
光
協
会

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

第
52
回
ツ
ル
を
送
る
夕

べ
を
開
催
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講　

師　

さ
つ
ま
町
地
域
包
括

　

支
援
セ
ン
タ
ー　

下
口 

和
郎
氏

対　
象　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

　

成
講
座
を
修
了
し
て
い
る
方

定　
員　
１
０
０
人

※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

　

す
。

応
募
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
３
月
18
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

い
き
い
き
長
寿
課
高
齢
者
支
援

　

係（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
４
０
４
６
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
大
学
ま
た
は
大
学
院
に
お
い

て
薬
学
を
履
修
し
て
い
て
、
薬
剤

師
の
免
許
取
得
後
、
当
病
院
に
従

事
し
よ
う
と
す
る
学
生
に
対
し
て

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

※
次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

　

場
合
に
は
、
債
務
の
返
還
を
免

　

除
し
ま
す
。

返
還
免
除
の
条
件

○
大
学
ま
た
は
大
学
院
を
卒
業
後
、

　

１
年
以
内
に
薬
剤
師
と
し
て
当

　

病
院
で
勤
務
す
る
。

○
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
２
倍
以

　

上
の
期
間
勤
務
す
る
。

対
象
者　
大
学
で
薬
学
を
履
修
す

　

る
課
程
の
５
年
生
以
上
の
学
生

　

ま
た
は
大
学
院
で
薬
学
を
履
修

　

す
る
博
士
課
程
の
３
年
生
以
上

　

の
学
生
で
卒
業
後
１
年
以
内
に

　

免
許
取
得
後
、
薬
剤
師
と
し
て

　

当
病
院
に
勤
務
を
希
望
さ
れ
る

　

方
。

募
集
人
員　
２
人

貸
与
額　
月
額
10
万
円

貸
与
期
間　
大
学
、
大
学
院
を
満

　

了
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
。

※
２
年
を
上
限
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

経
営
企
画
課

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

　

市
で
は
、
現
在
２
７
８
９
人
の

方
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
を
対

象
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

認
知
症
に
つ
い
て
の
理
解
を
さ

ら
に
深
め
、
認
知
症
に
な
っ
て
も

住
み
や
す
い
地
域
作
り
を
一
緒
に

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者
元

　

気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

日　
時　
３
月
26
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30

　

分
（
午
後
１
時
受
け
付
け
）

場　
所

　

市
中
央
公
民
館 

小
ホ
ー
ル

内　
容

第
一
部
（
午
後
１
時
30
分
）

○
体
験
発
表 

「
私
の
話
を
聞
い
て

　

く
だ
さ
い
。
～
そ
れ
ぞ
れ
の
立

　

場
か
ら
～
」

第
二
部
（
午
後
２
時
30
分
）

○
講　

演　

地
域
で
出
来
る
こ
と

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
取
り

　

組
み
事
例
報
告
」

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
方
に

は
、
給
付
金
を
お
支
払
し
ま
す
。

※
一
連
の
手
続
き
（
一
部
ま
た
は

　

全
部
）
は
、
弁
護
士
に
依
頼
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
弁
護
士

　

に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
各
地
の
弁
護

　

団
の
連
絡
先
へ
の
リ
ン
ク
を
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
内
で
「
Ｂ
型
肝
炎
訴

　

訟
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
献
血
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
時　
３
月
16
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場　
所　
市
文
化
会
館
駐
車
場

日　
時　
３
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
所　
中
の
市
会
場

　
（
だ
い
わ
高
尾
野
店
駐
車
場
）

※
い
ず
れ
も
４
０
０
ミ
リ
㍑

持
参
す
る
も
の　

献
血
カ
ー
ド
、

　

運
転
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書

問
い
合
わ
せ
先

　

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
０

　

９
９

－

２
５
７

－

３
１
４
１
）

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修

集
団
献
血
に
ご
協
力
を

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

け
ま
し
た
か
？

　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
る
か
ど
う
か
は
、
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
（
血
液
検
査
）
で
簡
単

に
分
か
り
ま
す
。
職
場
な
ど
の
健

康
診
断
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
る
機
会
が
な
い
方
は
、
市
の

検
診
や
保
健
所
で
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
～
１
９

８
８
（
同
63
）
年
の
間
で
、
満
７

歳
に
な
る
ま
で
に
集
団
予
防
接
種

や
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
受

け
た
方
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
集
団
予
防
接
種
等
に
よ

り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

さ
れ
た
方
（
相
続
人
を
含
む
）
に

は
、
病
態
に
応
じ
て
50
万
円
か
ら

３
６
０
０
万
円
の
給
付
金
等
を
支

給
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

救
済
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

と
、
病
態
を
証
明
す
る
た
め
医
療

機
関
か
ら
必
要
な
証
拠
を
収
集

し
、
国
を
相
手
と
し
た
国
家
賠
償

請
求
訴
訟
を
提
起
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
裁
判
上
の
和
解
手
続
き

に
よ
り
、
救
済
要
件
を
満
た
し
て

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
５
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

つ
る
の
町
　
ご
み
を
す
て
な
い
　
人
に
な
ろ
う

東
出
水
小
学
校
　
二
年
　
浦
﨑
　
雷
翔

あ
な
た
の
行
動
が
　
地
球
を
救
う

米
ノ
津
中
学
校
　
三
年
　
鬼
塚
　
万
由

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

薬
学
履
修
者
の
奨
学
金

希
望
者
を
募
集

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集
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２
０
１
２
年
３
月
に
策
定
し
た

第
二
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実

施
計
画
は
、
計
画
期
間
が
５
年
間

で
、
今
年
度
が
計
画
の
最
終
年
度

に
当
た
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
考
え
方
に
基
づ

き
、
第
二
次
行
政
改
革
大
綱
お
よ

び
実
施
計
画
の
改
訂
案
を
作
成
し

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

考
え
方

○
市
総
合
計
画
の
計
画
期
間
に
合

　

わ
せ
て
、
第
二
次
行
政
改
革
大

　

綱
お
よ
び
実
施
計
画
の
期
間
を

　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
度
ま

　

で
延
長
す
る
。

○
計
画
期
間
の
延
長
に
当
た
り
、

　

計
画
の
達
成
度
を
評
価
で
き
る

　

よ
う
数
値
目
標
を
設
定
す
る
。

○
達
成
済
み
の
取
組
項
目
を
廃
止

野
の つ き

付　臣
たみろう

朗さん（79）
出水市の好きなところは？
　東光山公園から眺める景色
の何と素晴らしいことか。大
好きです。
出水市に望むことは？
　交通体系も整い、自然を生
かした「癒

い
やしと食の楽しめる

街」づくり。海、川、山、せせ
らぎを利用し交流人口の増を！
ひと言　桂島・蕨島の海のレ
ジャーは難しいのか。

井
い で う え

手上 智
と も よ

代さん（68）
出水市の好きなところは？
　鶴の飛来する自然豊かな地
で、おいしいお米、新鮮な野
菜、鮮魚等、衣食住が楽しめ
て治安が良く、安心して暮ら
せるところが、大好きです。
出水市に望むことは？
　児童、生徒たちの成長には
目をみはるものがあります。
子どもたちの成長は心の支
え。小・中学校の存続を！

　

し
、
新
た
な
取
組
項
目
を
追
加

　

す
る
こ
と
で
行
政
改
革
の
実
効

　

性
を
高
め
る
。

募
集
す
る
案
件

　

第
二
次
行
政
改
革
大
綱
及
び
実

　

施
計
画
の
改
訂
案

閲
覧
場
所

　

本
庁
市
民
相
談
室
、
各
支
所
総

　

合
市
民
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

募
集
期
間

　

３
月
１
日（
火
）～
同
22
日（
火
）

応
募
方
法

　

意
見
書
に
ご
意
見
等
の
ほ
か
住

　

所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
直
接

　

持
参
さ
れ
る
か
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
送

　

り
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

－

行
政

－

パ

　

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
か

　

ら
も
入
力
が
で
き
ま
す
。

※
意
見
書
は
、本
庁
市
民
相
談
室
、

　

各
支
所
総
合
市
民
課
で
配
布
し

　

て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

意
見
等
の
取
り
扱
い
・
公
表

　

ご
意
見
の
概
要
お
よ
び
市
の
考

　

え
方
を
公
表
し
ま
す
。

※
個
人
名
の
公
表
や
個
別
の
回
答

　

は
行
い
ま
せ
ん
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
課
行
政
改
革
係

　
（
☎
�
４
０
３
７
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
４
０
３
０
）

　

電
子
メ
ー
ル　

kikaku_c@

　

city.izum
i.kagoshim

a.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
を
実
施

　

市
で
は
、
来
年
度
の
市
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
（
仕
事
）
の
内
容

　

市
政
に
関
し
て
気
づ
い
た
こ
と

　

や
要
望
な
ど
を
、
モ
ニ
タ
ー
通

　

信
と
し
て
提
出
（
郵
送
）
し
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員　
14
人

応
募
資
格　
議
員
、
行
政
委
員
会

　

の
委
員
、
公
務
員
お
よ
び
自
治

　

会
長
で
な
い
方

任　
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
２
０
１
７
（
平

　

成
29
）
年
３
月
31
日
ま
で

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
２
０
１

６
（
平
成
28
）
年
度
の
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
ま

　

た
は
大
学
な
ど
（
短
期
大
学
、

　

大
学
院
、
修
業
年
限
２
年
以
上

　

の
教
育
施
設
お
よ
び
養
成
所
等

　
（
専
門
学
校
な
ど
）
も
含
む
）
に

　

在
学
す
る
者

○
学
業
お
よ
び
人
物
が
優
秀
で
健

　

康
で
あ
る
者

○
保
護
者
が
本
市
に
３
年
以
上
引

　

き
続
き
在
住
し
て
い
る
者

○
学
費
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

　

ら
れ
る
者

奨
学
生
の
種
類
と
月
額

一
般
貸
与
奨
学
生
（
本
市
の
奨
学

　

金
の
み
を
受
け
る
者
）

○
高
等
学
校
生　

１
万
円
以
内

○
高
等
専
門
学
校
生　

２
万
円
以

　

内
○
大
学
生
な
ど　

４
万
円
以
内

特
別
貸
与
奨
学
生
（
本
市
以
外
の

　

奨
学
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
者
）

○
高
等
専
門
学
校
生　

１
万
円
以

　

内
○
大
学
生
な
ど　

１
万
８
千
円
以

　

内
奨
学
生
の
決
定

　

選
考
委
員
会
の
審
議
を
経
て
決

　

定
し
、
６
月
下
旬
ご
ろ
保
護
者

　

に
通
知
し
ま
す
。

市
奨
学
生
を
募
集

応
募
方
法

　

所
定
の
願
書
（
本
庁
教
育
総
務

　

課
お
よ
び
市
民
相
談
室
で
配
布

　

し
ま
す
）
に
推
薦
調
書
な
ど
を

　

添
え
て
、
教
育
委
員
会
教
育
総

　

務
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
金
）
～
５
月
２
日

　
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年

　

齢
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機

　
（
簡
単
で
結
構
で
す
。）
を
明
記

　

の
上
、
郵
送
、
直
接
持
参
ま
た

　

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
期
限　
３
月
31
日
（
木
）

そ
の
他　
応
募
者
が
多
数
の
場
合

　

は
、
地
区
ご
と
の
人
数
等
を
勘

　

案
し
て
選
考
し
ま
す
。

※
選
考
結
果
は
、
決
定
者
の
み
に

　

通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
総
合
政
策
課
秘
書
広
報
係

　
（
☎
�
４
０
２
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

３
７
０
８
）

9 広報いずみ2016（平成28年）３月



対　象 原則として市内に居住する 65 歳以上の方

名　称 出水人生大学 高尾野鶴亀大学 野田高齢者大学

開講日 原則として毎月 20 日 原則として毎月第３木曜日
原則として毎月第３金曜日

※趣味コースは別日程
コースにより月１～２回開講

開講期間 ５月～３月 ５月～３月 ５月～３月

開講場所 出水老人福祉センターほか 高尾野農村環境改善センターほか 野田農村環境改善センターほか

開講式 ５月 20 日（金） ５月 19 日（木） ５月 20 日（金）

開講時間

内容予定

①午前９時 30 分～正午 ･･･ 全体学習
　（歌、映画鑑賞、講話等）

①午前９時～同 10 時 20 分
･･･ 全体学習

　（歌、映画鑑賞、講話等）
①午前９時～同 11 時 40 分…全体会
（野田の郷タイム、レクソング、講話等）

②午後１時～同３時 ･･･ 趣味学習

園芸、舞踊、陶芸、三味線、書道、短歌、
大正琴、手芸、水墨、カラオケ

②午前 10 時 30 分～同 11 時 50 分
･･･ クラブ活動

書道、レクダンス、グラウンド・ゴルフ、
生活クラブ、舞踊
※江内学級は生花クラブ活動のみ、江
　内カントリーコアにて毎月第３金曜
　日午前 10 時～同 11 時 30 分に開
　催します。

②午前９時～正午 ･･･ 趣味コース
園芸、民踊、書道、短歌、大正琴、料理、
カラオケ、手芸、俳句
※趣味コースに申し込む方は、野田高齢
　者大学全体会へも必ず加入してくだ
　さい。全体会では講師講話、体操や
　介護予防教室、レクソングがあります。

募集期限 ３月 31 日（木） ３月 31 日（木） ３月 31 日（木）

申込先 ・
電話番号

市中央公民館内生涯学習課 高尾野教育支所生涯学習室 野田教育支所生涯学習室

☎ 63 － 2200 ☎ 82 － 5463 ☎ 84 － 2026

　※４月以降の申し込みは、市中央公民館内生涯学習課（☎ 63 － 2200）にお願いします。

　市内にお住まいであれば、いずれの高齢者大学にもお申し込みいただけます。ただし、定員の関係でご希望
に沿えない場合があります。募集期限を過ぎた場合の申し込みも可能ですのでご連絡ください。

2016（平成 28）年度　高齢者大学の学生を募集します

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の

小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
子
ど
も

の
就
学
で
経
済
的
に
お
困
り
の
保

護
者
の
方
に
対
し
、
学
用
品
費
や

学
校
給
食
費
等
の
一
部
を
援
助
し

て
い
ま
す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
各
学

校
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
文
書
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
を
学
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

援
助
の
対
象
者

○
生
活
状
態
が
生
活
保
護
に
準
ず

　

る
程
度
で
あ
り
、
学
用
品
費
や

　

学
校
給
食
費
等
に
不
自
由
さ
れ

　

て
い
る
方

○
疾
病
や
離
職
等
に
よ
り
生
活
状

　

態
が
不
安
定
と
な
り
、
学
用
品

　

費
や
学
校
給
食
費
等
に
不
自
由

　

さ
れ
て
い
る
方

※
教
育
委
員
会
で
生
活
状
態
の
状

　

況
等
を
踏
ま
え
、
生
計
を
共
に

　

す
る
世
帯
全
員
の
合
計
所
得
等

　

に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

学
用
品
費
な
ど
の
一
部

を
援
助
し
ま
す

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
も

地
元
商
店
で
学
用
品
の
購
入
が
で

き
る「
教
育
商
品
券
」（
１
万
円
分
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、こ
の
春
小
・

中
学
校
に
入
学
ま
た
は
中
学
校
を

卒
業
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

で
す
。

　

教
育
商
品
券
は
、
市
内
の
取
扱

店
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、有
効
期
限
は
６
月
30
日
（
木
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

早
目
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）

教
育
商
品
券
の
ご
利
用

は
お
早
目
に

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

　　日　時　３月 12 日（土）　
　　　　　　午前 11 時
　　場　所　名護漁港
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ご
応
募
の
あ
っ
た
三
行
詩
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

わ
た
し
の
い
の
ち

パ
パ
と
マ
マ
か
ら
も
ら
っ
た

だ
い
じ
な
い
の
ち

　

西
出
水
小
学
校
一
年久

保　

美
月

家
族
が
ね

い
る
と
な
ん
だ
か

ほ
っ
と
す
る

　

下
水
流
小
学
校
五
年肱岡　

桃
香

「
た
の
し
い
子
育
て
」

三
行
詩
④

～出水市における家庭の教育力の向上のためのスローガン～

桐
き り の

野　正
まさあき

明さん（31）
出水市の好きなところは？
　自然が豊かなところ。
　人が温かいところ。
出水市に望むことは？
　高速道路の早期開通！
ひと言
　自治会対抗バレーボール
大会。ベスト８目指して頑張
ります！

立
たていし

石　美
み な

奈さん（22）
出水市の好きなところは？
　自然が豊かなところ。
　温かみのある街が好きで
す。
出水市に望むことは？
　ショッピングモールをた
ててほしい。
　子どもたちが遊べる施設
がほしい。

　

本
市
に
は
、
２
５
３
自
治
会
の

う
ち
、
１
７
９
自
治
会
で
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
建
物
の

倒
壊
や
津
波
に
よ
っ
て
交
通
が
寸

断
さ
れ
た
り
、
複
数
の
場
所
で
災

害
が
発
生
し
た
の
で
、
防
災
関
係

機
関
で
は
迅
速
な
災
害
対
応
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
多
く

の
方
が
倒
壊
家
屋
に
閉
じ
込
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
ほ
と
ん

ど
の
方
が
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
助
け
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

迅
速
な
救
出
を
行
う
た
め
に
、

地
域
で
組
織
さ
れ
る
団
体
が
行
動

す
れ
ば
、
有
効
な
救
助
活
動
が
で

き
ま
す
。
災
害
対
策
と
し
て
自
主

防
災
組
織
を
結
成
す
る
こ
と
は
有

効
な
手
段
で
す
。

自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
　

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
や
火

災
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
で
も

活
躍
す
る
組
織
で
す
の
で
、
早
め

の
結
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
出
水
市
で
は
、
防
災
に
関
す
る

　

出
前
講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す

　

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

～
森
林
の
伐
採
に
は

届
け
出
が
必
要
で
す
～

　

市
森
林
整
備
計
画
の
対
象
森
林

を
伐
採
す
る
場
合
、
森
林
所
有
者

お
よ
び
伐
採
業
者
は
、
面
積
等
に

か
か
わ
ら
ず
伐
採
を
開
始
す
る
日

の
30
日
前
ま
で
に
、
市
に
「
伐
採

届
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
け
出
に
は
、
森
林
の
伐

採
や
伐
採
後
の
造
林
が
整
備
計
画

に
基
づ
い
て
適
正
で
あ
る
か
の
確

認
と
森
林
資
源
量
を
把
握
す
る
と

い
う
大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

届
け
出
に
際
し
、
過
去
５
年
以

内
に
間
伐
等
の
森
林
整
備
を
実
施

し
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
伐
採
に
際
し
返
納
が
生

じ
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
、
北
薩
森
林
組
合
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
１
㌶
超
の
林
地
開
発
を
行
う
場

　

合
や
保
安
林
の
伐
採
に
は
、
県

土
曜
日
に

お
父
さ
ん
が
作
っ
た

　

チ
ャ
ー
ハ
ン

お
い
し
い
な

　

下
水
流
小
学
校
六
年

　

和
田　

彩
愛

　
川
の
字
が

上
に
な
っ
た
り

　

下
に
な
っ
た
り

あ
と
何
年
見
ら
れ
る
の

一
般　

村
上　

貢

※
今
年
度
鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

連
合
会
「
た
の
し
い
子
育

　

て
コ
ン
ク
ー
ル
」
応
募
作

　

品
か
ら

　

知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
薩
地
域
振
興
局

林
務
係
（
☎
０
９
９
６
－
２
５
－

５
５
０
９
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

～
森
林
を
取
得
し
た
際
は

届
け
出
が
必
要
で
す
～

　

相
続
等
に
よ
り
、
本
市
の
森
林

の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
方
は
、

市
へ
の
事
後
届
け
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
森
林
所
有
者
が
分
か

ら
な
い
と
、
市
が
所
有
者
に
対
し

て
助
言
等
が
で
き
な
い
こ
と
や
林

業
事
業
体
が
森
林
整
備
を
行
う
上

で
働
き
か
け
が
で
き
な
い
た
め
で

す
。
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売

買
や
相
続
等
に
よ
り
森
林
（
市
森

林
整
備
計
画
の
対
象
森
林
で
登
記

上
の
地
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
を

新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積
に

か
か
わ
ら
ず
所
有
者
と
な
っ
た
日

か
ら
90
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

共
通
事
項

※
様
式
は
、
本
庁
商
工
労
政
課
、

　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課
、

　

野
田
支
所
建
設
課
に
備
え
て
あ

　

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課 

　

林
務
水
産
係

　
（
☎
�
５
４
２
７
）

森
林
の
伐
採
や
取
得
の

際
は
届
け
出
を
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問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
方
に
は
、
国
か
ら

補
償
金
（
和
解
一
時
金
）
が
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。（
既
に
亡
く
な

ら
れ
た
方
も
対
象
）
療
養
所
に
入

所
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

申
請
期
限
が
せ
ま
っ
て
い
ま
す

の
で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
償
金
の
申
請
手
続
き
期
限

　

３
月
31
日
（
木
）

補
償
対
象
者

○
既
に
国
か
ら
補
償
金
（
和
解
一

　

時
金
）
を
受
け
取
っ
た
方
は
、

　

対
象
外
で
す
。

○
対
象
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら

　

れ
て
い
る
場
合
は
、御
遺
族（
法

　

定
相
続
人
）
に
お
支
払
い
し
ま

　

す
。

　

に
65
歳
以
上
と
な
る
方
。

給
付
額

　

対
象
者
１
人
当
た
り
３
万
円

基
準
日　

２
０
１
５
（
平
成
27
）

　

年
１
月
１
日

申
請
手
続
き

　

申
請
先
は
基
準
日
に
お
い
て
住

　

民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村

　

で
す
。

※
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
１
月

　

２
日
以
降
に
本
市
に
転
入
さ
れ

　

た
方
は
、
転
入
前
の
市
町
村
に

　

申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
前
回
の
臨
時
福
祉
給
付
金
と
同

　

様
に
、
対
象
の
方
に
対
し
て
４

　

月
中
旬
ご
ろ
に
申
請
書
を
送
付

　

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
に
つ
い

　

て
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

　

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政
策
係

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

飼
い
犬
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

ら
「
そ
の
う
ち
帰
っ
て
く
る
だ
ろ

う
」
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
出
水
保

健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
迷
子
犬
と
し
て
保
護
さ
れ
、

引
き
取
り
手
の
な
い
犬
は
、
原
則

と
し
て
公
示
に
よ
り
７
日
で
処
分

さ
れ
ま
す
。

　

鑑
札
や
注
射
済
票
は
、
犬
（
首

輪
）
に
着
け
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
着
け
て
く
だ
さ
い
。

　

保
護
さ
れ
た
迷
子
犬
の
情
報

に
つ
い
て
は
「
鹿
児
島
県
動
物

愛
護
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」(http://

dogcat.pref.kagoshim
a.jp/)

の

「
迷
子
犬
猫
情
報
」
で
も
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
鑑
札
等
を
着
け
て
い
た
り
、
首

　

輪
に
飼
い
主
の
名
前
や
電
話
番

　

号
を
書
い
て
お
く
と
、
犬
が
迷

　

子
に
な
っ
た
際
に
も
飼
い
主
の

　

も
と
に
返
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
迷
子
に
な
っ
て
い
る
犬
を
見
つ

　

け
た
り
、
保
護
し
た
場
合
等
も

　

出
水
保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。

※
犬
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
本
庁

　

市
民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た

ら
、
保
健
所
に
連
絡
を
！

○
訴
訟
の
手
続
が
必
要
で
す
の
で
、

　

余
裕
を
も
っ
て
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
偏
見
や
差
別
を
な
く
し
ま

し
ょ
う

・
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
感
染
し
発
病

　

す
る
こ
と
が
、
極
め
て
稀
な
病

　

気
で
す
。

・
優
れ
た
治
療
薬
に
よ
り
完
治
し

　

ま
す
。
元
患
者
の
方
々
の
身
体

　

の
変
形
は
後
遺
症
で
す
。

・
早
期
に
治
療
す
れ
ば
、
身
体
に

　

障
害
が
残
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

　

あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

厚
生
労
働
省
（
難
病
対
策
課
）

　
（
☎
０
３

－

５
２
５
３

－

１
１
１

　

１　

内
線
２
３
６
９
）

　

公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
ゆ
う
な

　

協
会
（
☎
０
９
８

－

８
３
２

－

　

９
５
２
８
）

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
が
均
等

に
行
き
わ
た
る
よ
う
、
賃
金
引
き

上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所

得
の
高
齢
者
に
給
付
金
を
支
給
す

る
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
本
年
度
の
臨
時
福
祉
給

　

付
金
（
１
人
当
た
り
６
千
円
・

　

昨
年
交
付
）の
対
象
者
の
う
ち
、

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
中

凍
結
漏
水
に
伴
う
水
道
料
金
等
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

　

１
月
24
日
か
ら
の
寒
波
に
よ
り
、
水
道
管
な
ど
の
凍
結
破
損

に
よ
る
漏
水
で
水
道
使
用
量
が
著
し
く
増
加
し
た
場
合
は
、
申

請
に
よ
り
水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
が
減
免
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
水
道
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
市
水
道
課
（
☎
�
２
１
０
２
）

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金

肥薩おれんじパーク 2016
　肥薩おれんじ鉄道に乗って、沿線の特
産品やお酒を楽しめる、イベントが開催
されます。
日　時　３月５日 ( 土 ) ～同６日 ( 日 )　
　　　　午前 10 時～午後４時
場　所　水俣駅、出水駅、阿久根駅ほか
※詳しくは、ホームページをご覧ください。
肥薩おれんじ鉄道ホームページ
　http://www.hs-orange.com/

歌
会
始
の
お
題

　

２
０
１
７
（
平
成
29
）
年

歌
会
始
の
お
題
は
「
野
」
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

歌
に
詠
む
場
合
は
「
野
火
」

「
視
野
」
の
よ
う
な
熟
語
に
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
宮
内
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.kunaicho.

　
　

go.jp/
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申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
納
付
期
限

　

３
月
15
日
（
火
）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
納
付
期
限

　

３
月
31
日
（
木
）

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
な
ど
の
金

融
機
関
や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
税
務

署
の
窓
口
等
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
告
所
得
税
、
復
興
特
別
所
得

税
と
消
費
税
、
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
り
替
え
ら
れ
る
「
振
替
納
税
」

が
便
利
で
す
。
ま
だ
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

確
定
申
告
の
納
付
期
限

さ
い
。

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
の
振
替
納
税
日

　

４
月
20
日
（
水
）

消
費
税
、
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
振
替
納
税
日

　

４
月
25
日
（
月
）

※
納
付
期
限
に
遅
れ
た
場
合
ま
た

　

は
振
替
納
税
が
で
き
な
か
っ
た

　

場
合
は
、
納
付
期
限
の
翌
日
か

　

ら
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
納
税
や
「
振
替
納
税
」
の
こ
と

　

で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と

　

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
出
水
税
務

　

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

※
自
動
音
声
案
内

○
出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

※
自
動
音
声
案
内

　

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例

と
は
、
排
出
ガ
ス
性
能
な
ど
に
応

じ
て
自
動
車
税
を
減
額
ま
た
は
増

額
す
る
制
度
で
す
。

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
に
減

額
さ
れ
る
自
動
車

　

本
年
度
新
車
新
規
登
録
し
た
自

　

動
車
の
う
ち
、
電
気
自
動
車
や

　

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

　

動
車
な
ど
、
一
定
の
排
出
ガ
ス

　

性
能
と
燃
費
性
能
を
備
え
た
環

　

境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車

※
新
車
新
規
登
録
の
翌
年
度
１
年

　

分
の
み

自
動
車
税
が
増
額
さ
れ
る
自
動
車

○
新
車
新
規
登
録
か
ら
一
定
年
数

　

を
経
過
し
た
環
境
負
荷
が
大
き

　

い
自
動
車

○
２
０
０
５
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

新
車
新
規
登
録
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル

　

車
○
２
０
０
３
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

新
車
新
規
登
録
し
た
ガ
ソ
リ
ン

　

車
（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
車
を
含
む
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
鹿
児
島
地
域
振

　

興
局
自
動
車
税
課
（
☎
０
９
９

　

－

２
６
１

－

５
６
１
１
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

登
録
や
名
義
変
更
、
住
所
変
更
、

廃
車
の
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
３
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕

作
業
用
、
そ
の
他
）
な
ど
の
手
続

き
は
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各
支

所
総
合
市
民
課
で
、
軽
自
動
車

（
６
６
０
㏄
以
下
）、
二
輪
小
型
自

動
車
（
２
５
０
㏄
超
）、
軽
自
二
輪

車
（
１
２
５
㏄
超
～
２
５
０
㏄
以

下
）
な
ど
の
手
続
き
は
鹿
児
島
県

軽
自
動
車
協
会
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

身
体
障
害
者
等
を
対
象
と
し
た

軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
、
一

度
申
請
を
さ
れ
る
と
翌
年
度
以
降

申
請
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し

た
。
た
だ
し
、障
害
等
級
の
変
更
、

住
所
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

届
け
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
同

年
度
以
降
、
軽
自
動
車
税
の
免
除

を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、

来
年
度
の
納
税
通
知
書
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

免
除
申
請
は
、
本
庁
お
よ
び
各

支
所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
来
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の

軽
自
動
車
税
は
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
・
展
望
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

ツ
ル
博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー

ク
い
ず
み
の
屋
上
展
望
所
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
（
火
）
か
ら
、
屋
上

展
望
所
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

　

３
６
０
度
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
、
出
水
平
野
の
眺
望
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

免
除
申
請
受
付
期
限
は
５
月
２
日

（
月
）
ま
で
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
免
除
申
請
に
必
要
な
も
の
：

　

障
害
者
手
帳
、
車
検
証
、
運
転

　

免
許
証
、
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
税
務
課
課

　

税
係
（
☎
�
４
０
３
１
）

　

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会
（
☎

　

０
９
９

－

２
６
１

－

４
０
１
１
）

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専

門
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集

し
ま
す
。

申
込
受
付　
４
月
１
日
開
始

※
受
験
資
格
等
詳
し
く
は
、
人
事

　
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

　

jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

　

ま
た
は
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
で

　

検
索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
申
込
先

　

は
、
申
込
方
法
や
希
望
す
る
第

　

一
試
験
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
（
☎
０
３

－

３
５
８
１

－

５
３
１

　

１　

内
線
２
３
３
２
）

○
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係
（
☎
０
９
６

－

３
５
４

　

－

６
１
７
１　

内
線
６
０
４
６
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
者
募
集

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
を
ご
存
知
で
す
か
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西
大
野
原
自
治
会
で
は
、
一
般

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く

じ
助
成
金
）
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
必
要
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

や
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
対
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
用

備
品
等
を
整
備

　指定期間は、2016 年 4 月から 2021 年３月までの５年間で、
　いずれの施設もこれまでと同様の指定管理者です。

施　設　名 指定管理者
（施設利用に関する問い合わせ先） 所 管 課

放課後児童クラブ
（出水・東出水・西出水・米ノ津・米ノ
津東・野田・障害児児童クラブまなづる）

社会福祉法人　出水市社会福祉
協議会（☎ 63 － 2140）

こども課
（☎ 63 － 4054）

老人福祉センター
（出水・高尾野・野田）

社会福祉法人　出水市社会福祉
協議会（☎ 63 － 2140）

いきいき長寿課
（☎ 63 － 4046）

高齢者ふれあいセンター 公益社団法人　出水市シルバー
人材センター（☎ 63 － 0017）

いきいき長寿課
（☎ 63 － 4046）

福祉作業所「めーぷるハウス」 特定非営利活動法人　めーぷる
ハウス（☎ 64 － 2411）

福　祉　課
（☎ 63 － 4045）

江内北部コミュニティセンター 野口自治会（☎ 83 － 3416） 農　政　課
（☎ 82 － 5426）

青木原コミュニティセンター 青木原自治会（☎ 84 － 2630） 農　政　課
（☎ 82 － 5426）

天神コミュニティセンター 天神自治会（☎ 84 － 3686） 農　政　課
（☎ 82 － 5426）

漁船上架施設 高尾野町漁船上架施設管理運営
組合（☎ 85 － 5169）

農林水産整備課
（☎ 82 － 5427）

※指定管理者制度とは、公の施設の管理運営を、市に代わって民間事業者等が行う
　もので、民間の活力とノウハウを活用して、より質の高い市民サービスの提供と
　経費節減につなげることを目的とした制度です。

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た　

本
年
３
月
末
で
指
定
期
間
が
満
了
す
る
施
設
に
つ
い
て
、

　

４
月
以
降
の
指
定
管
理
者
が
、
次
の
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
の
た
め
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

清
掃
活
動
等
の
た
め
の
刈
払
機

公民館で使うための座椅子公民館で使うための座卓兼用長机
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知
っ
て
ほ
し
い
「
た
ば
こ
」

の
話

　

た
ば
こ
を
吸
う
人
に
も
吸
わ
な

い
人
に
も
優
し
い
出
水
市
で
あ
り

た
い
！
今
回
は
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
ほ
し
い
「
た
ば
こ
の
こ
と
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
「
た
ば
こ
は
体
に
悪
い
っ
て
分
か

っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
や
め
れ
ば

い
い
の
に
。」「
た
ば
こ
の
匂
い
嫌

い
だ
か
ら
や
め
て
ほ
し
い
！
」
そ

ん
な
風
に
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
喫
煙
者
。
肩
身
が
狭
い
思

い
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
に
は
化
学
物
質
が
約

４
千
種
類
以
上
も
入
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
64
種
類
に
発
が
ん
物
質

が
含
ま
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、

そ
う
簡
単
に
は
や
め
ら
れ
な
い
た

ば
こ
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

原
因
は
「
ニ
コ
チ
ン
」
の
依
存
性

に
あ
り
ま
す
。
喫
煙
し
た
き
っ
か

け
は
何
で
あ
れ
、
た
ば
こ
を
４
本

吸
う
と
約
90
㌫
の
人
が
常
習
喫
煙

者
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
機
関
は
「
ニ

コ
チ
ン
は
ヘ
ロ
イ
ン
や
コ
カ
イ
ン

と
同
程
度
に
高
い
依
存
性
が
あ

る
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
ニ
コ

チ
ン
は
麻
薬
に
も
劣
ら
な
い
依
存

性
を
持
つ
毒
物
な
の
で
す
。
今
年

度
、
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
を
市

で
受
け
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち

５
２
４
人
に
「
禁
煙
し
ま
せ
ん

か
？
」
と
声
を
か
け
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、「
禁
煙
に
関
心
は
あ
る

が
踏
ん
切
り
が
つ
か
な
い
人
」
が

約
52
㌫
い
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
少

し
で
も
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
る
の
に
、
ニ
コ
チ

ン
の
せ
い
で
や
め
ら
れ
な
い
な
ん

て
…
。

　

禁
煙
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

人
。
依
存
性
の
高
い
ニ
コ
チ
ン
に

自
力
で
勝
と
う
と
し
て
い
る
な
ん

て
す
ご
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
そ
ん
な
ニ
コ
チ
ン
に
勝
と

う
と
し
て
い
る
人
た
ち
に
は
皆
さ

ん
で
一
言
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
り
、
卒
煙
（
禁

煙
に
成
功
す
る
こ
と
）
に
つ
な
が

り
、
一
人
で
も
多
く
の
禁
煙
者
が

増
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
！

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！
健
康
い

ず
み
21
（
第
二
次
）
目
標
。

た
ば
こ
の
煙
は
吸
わ
な
い
、
吸
わ

せ
な
い
！

グリンピースとツナの一口コロッケ（春野菜レシピ）

　健康いずみ 21 の中で「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
　今回は、春野菜を使ったレシピをご紹介します。

　揚げることで、油のコクと野菜の甘みが出るので塩分控えめでも美味しく仕上がります。グリンピースに
　は食物繊維が豊富に含まれるので、少量でも満腹感が得やすく、食べすぎ防止にも効果的です。

材料（４人分）
　グリンピース ( 茹で )　360g　　　玉ねぎ　　1/2 個
　ベーコン　　　　　　2 枚　　　ツナ水煮缶　1 缶
◎パ　ン　粉　　　大さじ２　　◎塩こしょう　少々
　小　麦　粉　　　大さじ２　　　溶き卵　　1 個分
▲粉チーズ　　　　大さじ３　　▲パン粉　大さじ６
　揚　げ　油　　　　   適宜

＞＞作り方
　①　グリンピースは粗くつぶしておく。
　②　玉ねぎ・ベーコンはみじん切りに、ツナ缶は水気を切っておく。
　③　ボールに①・②・◎を入れてよく混ぜ合わせたら、一口大に丸め
　　小麦粉→溶き卵→▲の順に衣をつける。
　④　フライパンに少し多めの油を熱し、③を色よく揚げ焼きに。
　　きつね色に揚がったら完成！お好みでケチャップを添えるのもおススメ♪

　エネルギー：   284kcal
　タンパク質：　14g
　脂　質　　：　13g
　炭水化物　：　25g
　カルシウム：　92mg
　食物繊維　：     6.1g
　塩　分　　：     0.7g
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電
力
の
契
約
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
ご

と
の
電
力
会
社
と
の
契
約
で
し
た
が
、

自
由
化
に
よ
り
複
数
の
業
種
や
業
態
の

事
業
者
か
ら
消
費
者
が
契
約
先
を
選
択

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
勧
誘
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
「
料
金
が
必
ず
安
く
な
る
」
と
い
っ

た
勧
誘
に
は
気
を
つ
け
、
電
力
の
小
売

全
面
自
由
化
に
関
し
て
は
制
度
や
条
件

な
ど
を
し
っ
か
り
情
報
収
集
し
て
、
よ

く
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
料
金
が
安
く
な
る
」
と
勧
誘
さ
れ

た
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で
安
く

な
る
の
か
、
電
力
以
外
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
契
約
と
の
セ
ッ
ト
料
金
や
値
引
き

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
契
約
期
間
が
長

期
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
解
約
時
に
違

約
金
が
発
生
し
な
い
か
な
ど
、
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
に
便
乗
し

た
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
契
約
を
は

じ
め
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、
蓄
電
池
等
の

勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
電
力
の
小

売
全
面
自
由
化
と
直
接
関
係
の
な
い
契

約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
に
つ
い

て
よ
く
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
売
電
気
事
業
者
は
、
登
録
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
る
事

業
者
か
ど
う
か
確
認
し
、
自
分
の
居
住

地
域
が
当
該
事
業
者
の
供
給
地
域
に

な
っ
て
い
る
か
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
力
の
小
売
自
由
化
の
制
度
や
登
録

　

事
業
者
等
の
問
い
合
わ
せ
先

経
済
産
業
省
専
門
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０

－

０
２
８

－

５
５
５
）

（
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

○
小
売
契
約
に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
等

　

の
問
い
合
わ
せ
先

電
力
取
引
監
視
等
委
員
会
相
談
窓
口

（
☎
０
３

－

３
５
０
１

－

５
７
２
５
）

受
付
時
間　

平
日
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
同
６
時
30
分

　

怪
し
い
電
話
が
あ
っ
た
り
、
不
安
に

な
っ
た
際
に
は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
６
２
０
３
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

乗
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
民
年
金
基
金
に
加

入
し
て
い
る
方
は
、
併
せ
て
付
加

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

・
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

は
、「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度
」
ま
た
は
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
承
認
さ
れ
る
と
国
民

年
金
保
険
料
の
全
部
も
し
く
は
一

部
が
免
除
や
猶
予
と
な
り
ま
す
。

未
納
と
比
較
し
て
も
多
く
の
利
点

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

・
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

来
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
カ
月
当
た
り
１
万
６
２
６
０
円

に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
郵

便
局
を
含
む
金
融
機
関
と
主
な
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
よ
っ
て

は
、
下
図
の
よ
う
に
割
引
料
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替
や
２

年
前
納
（
口
座
振
替
の
み
・
２
月

末
申
込
締
切
）
の
詳
細
に
つ
い
て

は
広
報
い
ず
み
２
月
号
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・
付
加
保
険
料
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
と
65

歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者
の

方
は
定
額
保
険
料
に
１
カ
月
当
た

り
400
円
の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ

す
る
こ
と
で
将
来
受
給
す
る
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

増
額
さ
れ
る
１
年
間
の
年
金
額
は

「
200
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た

月
数
」
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

40
年
間
付
加
保
険
料
を
納
め
た
方

は
１
年
間
で
９
万
６
千
円

（
200
円
×
12
カ
月
×
40
年
）
が
上

開催日　　４月 28 日（木）
開催場所　本庁　３階大会議室
開催時間　午前 10 時 30 分～正午
　　　　　午後 1 時
　　　　　　〜午後３時 30 分
内　　容　国民年金・厚生年金の

　　　　手続き等
相談員　　川内年金事務所職員

●予約受付期間
　３月 28 日（月）〜４月 21 日（木）
　（土・日、休日を除く
　  午前８時30分〜午後５時15分）

●予約申込先
　本庁市民生活課住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）

４月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

　【消費生活相談員の相談日時と場所】

○月・火・木・金曜日
　午前８時30分〜午後５時（正午〜午後１時を除く）

　本庁市民生活課生活環境係（☎63−6203）
○水曜日　午前９時30分〜正午
　本庁および野田支所総合市民課
　（☎63−2111　内線741）
○水曜日　午後１時〜同４時
　本庁および高尾野支所総合市民課
　（☎63−2111　内線453）
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2016 年度（平成 28 年度）
１カ月 ６カ月 12 カ月

保険料 割引額 保険料 割引額 保険料 割引額

毎月納付（納付書による現
金納付および翌月末振替の
口座振替）

16,260円 − 97,560円 − 195,120円 −

当月末振替の口座振替 16,210円 50円 97,260円 300円 194,520円 600円

６カ月前納（現金納付） − − 96,770円 790円 193,540円 1,580円

６カ月前納（口座振替） − − 96,450円 1,110円 192,900円 2,220円

１年前納（現金納付） − − − − 191,660円 3,460円

１年前納（口座振替） − − − − 191,030円 4,090円
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【出水警察署管内】

　防犯協会と出水警察署では、定期的におれんじ鉄

道各駅駐輪場で自転車等の防犯診断を実施していま

すが、依然として防犯登録、施錠がなされていない

自転車、バイクが見受けられます。

　2015年１月から同12月までの自転車、バイク盗の

認知件数は16件で、昨年比20件の減となっています。

　防犯登録があり、施錠も二重にしてある優良自転

車は延べ70台でした。

　防犯登録は、購入した

自転車店や防犯協会で受

け付けます。

　登録料は500円です。

【１月中】

○振り込め詐欺 ○振り込め詐欺以外

　　認知件数無し 　　１件

　　2,255万円

　企業の証券購入等の名目で現金を送付・振込

させる金融商品詐欺が１件。（70歳代男性）

＜出水警察署管内＞

●　凶悪犯：殺人、強盗、放火、強姦など

●　粗暴犯：暴行、傷害、脅迫、恐喝など

●　窃盗犯：空き巣ねらい、忍び込みなど

●　知能犯：詐欺、横領、偽造、汚職など

●　風俗犯：強制わいせつ、公然わいせつ、賭博など

268

0

＜出水警察署管内＞

累　　　計

（2015年１月～同12月の自転車だけの延べ台数）

調　査

場　所

米ノ津駅

出 水 駅

西出水駅

高尾野駅

野 田 駅

計

調　査

延台数

防犯登録

な　し

施　錠

な　し

両方とも

な　し

57 8 4 0

検挙件数

5 3

16 14

認知件数

交通事故発生状況

発生件数 死　者

計

46

10 2

4 3

35 6

209 76

100

21

162 54

2

窃盗犯

知能犯

風俗犯

5

156 73

2013年 2014年 2015年

認知件数 検挙件数

0

12 3

4

0 0

認知件数 検挙件数

1 1

9 11

その他

凶悪犯

粗暴犯

2 1

0

※（　）内の数字は前年同期比

問い合わせ先 出水市防犯協会☎６３－１５００

(-5) (-1)

0 0

13 13

169 123

196 140

23
(-9)

  １ 月 中 (-5) (-1)
２０１６年 19 0

負傷者

23２０１６年

＜平成２８年３月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

（暫定値）

(-9)

1865 9

93 21 12 7

60 11 12 5

16

494

4

109

6

52

2

23

19

あなたの自転車は大丈夫？

全刑法犯の罪種別認知・検挙件数

うそ電話詐欺被害状況（県内）

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 6年
1 月 中

19 件
（－５）

０人
（－１）

23 人
（－９）

2 0 1 6年
累 計

19 件
（－５）

０人
（－１）

23 人
（－９）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 − 1500問い合わせ先
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   「ことばを感じよう in 出水 

～ことばの力 未来をつなぐ～」を開催！ 
絵本や歌を通して子どもに楽しみながら日本語に触れてもらうイ

ベント「ことばを感じよう in 出水」（公益財団法人文字・活字文化推

進機構等主催、出水市教育委員会等共催）が２月６日（土）に開催さ

れました。 

女優でエッセイストの中井貴惠さんによる朗読、出水市少年少女合

唱団の合唱、「魔女の宅急便」の原作者で有名な童話作家角野栄子さん

による講演の３部構成で、「ことばの力」を伝える目的で実施されました。 

約 400 人の方にご参加いただき、中には「３時間 40 分かけて鹿屋市から来ました。」と言われる

方もいらっしゃいました。 

当日は、子ども連れの方が優先ということで、親子で楽しんでいただけたようです。また、終了

後、市立図書館へ角野栄子さんの本を借りに行かれた方もいらっしゃったと聞き、とてもうれしく

感じることでした。 

 

第一部 朗読のステージ（中井貴惠さん：女優・エッセイスト） 

朗読作品は、当日の講師である角野栄子さんの小さな童話集から「おかしなうそつきやさん」な

ど２作品。「頭の中の白いスケッチブックに絵を描いてください。」という中井さんのお話の後に、

ことばの美しさが心に響くような朗読をしていただきました。また、角野さんも客席で聞いてくだ

さり、「わたしの作品はあんなにすてきだったかしら。」と話していらっしゃいました。 

 

第二部 合唱のステージ（出水市少年少女合唱団） 

「出水市読書の歌～すてきな宝物～」「家読のテーマソング～こころつないで～」など６曲を披

露しました。 

 

第三部 絵本のおはなし（角野栄子さん：童話作家） 

 「一人一人の中に言葉の辞書があり、それはその人がいろいろなことを経験する中で言葉が積も

り積もっていくもので、その結果、想像力が身に付き、一生、その人を助けてくれる。」 

「自分がわくわくするような大切な本を大人も持って欲しい。そして、それを子どもたちに伝え

て欲しい。」など、幼い日、父親からしてもらった読み聞かせ体験やブラジルでの生活などを交え

ながらお話をしてくださいました。 

 

 

 

 

角野さん写真     少年少女合唱団写真    中井さん写真 

 

 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進課 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「こばとちゃんとあひるちゃん｣� デイヴィッド・マーティン　文
●「ぼくのわんこ」� ローリー・アン・トンプソン　文
●「ぼくはいったいなんやねん」� 岡田　よしたか　著
●「まんげつの夜、どかんねこのあしがいっぽん」� 朽木　祥　作
●「わたしのいえ」� カーソン・エリス　作
●「うめじいのたんじょうび」� かがくい　ひろし　作
●「しゅくだい大なわとび」� 福田　岩緒　作・絵
●「キキに出会った人びと　魔女の宅急便＜特別編＞」� 角野　栄子　作
●「文房具のやすみじかん」� 土橋　正　文
●「ぞうさん、どこにいるの？」� バルー　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「世界一のランナー」� エリザベス・レアード　作
●「エレナーとパーク」� レインボー・ローウェル　著
●「歴史を味方にしよう」� 童門　冬二　著

・・・・・等
≪一般≫

●「吸血鬼」� 佐藤　亜紀　著
●「あなたの人生、逆転させます」� 小笠原　慧　著
●「凛と咲きて｣� 矢野　隆　著
●「小松とうさちゃん」� 絲山　秋子　著
●「異類婚姻譚」� 本谷　有希子　著
●「ムーンナイト・ダイバー」� 天童　荒太　著
●「老嬢物語｣� 高楼　方子　著
●「世界が赫に染まる日に」� 櫛木　理宇　著
●「帰ってきた腕貫探偵」� 西澤　保彦　著
●「坂の途中の家」� 角田　光代　著
●「赤毛のアンナ」� 真保　裕一　著
●「ロング・ロング・ホリディ」� 小路　幸也　著
●「お伊勢まいり｣� 平岩　弓枝　著
●「わたしの宝石」� 朱川　湊人　著
●「少女の時間」� 樋口　有介　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ３月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
　午前９時〜午後８時
土曜・日曜、祝日
　午前９時〜午後６時

22日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
　午前９時〜午後６時

20、21日
（中の市のため）

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100） 18日

３月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

３月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00〜10：20

１日
15日

平和団地集会室 10：30〜10：50
鹿島住宅広場 14：20〜14：40
茶円堀団地広場 14：50〜15：10
鹿島自治公民館 15：20〜15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10〜10：30
２日
16日

尾野島浜自治公民館 10：45〜11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10〜14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45〜15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

３日
17日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
10日
24日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

11日
25日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

３月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

2、9、16、23、30日
午後４時〜

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

7、14、28日
午後４時〜

親子読書教室 
「すくすく」

８日（火）
午前10時30分〜

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

3、10、17、24、31日
午後４時〜

だっこでギュッ ３日（木）
午前10時30分〜

夜のおなはし会 23日（水）
午後７時〜

　中の市の開催に伴い、高尾野図書館周辺では交通
規制が実施されます。そのため、

３月２０日（日）・３月２１日（月）
　両日とも臨時休館 します。
　なお、定期休館日の３月１８日（金）は開館
します。
　皆さまのご理解をよろしくお願いします。

高尾野図書館　および
高尾野郷土館・古城画伯コレクション館

臨時休館のお知らせ

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　市では、地域のさまざまな課題や要望を、市民の
皆さんが直接市に伝え、語り合う市政座談会を開催
しました。１月12日から28日にかけて、大川内農業
者トレーニングセンターを皮切りに市内各地で開催し
ました。今回、市民の皆さまからいただいた要望や
ご意見は、今後の市政運営に生かし、施策に反映し
ていきます。

地
域
の
声
を
市
政
に

市
政
座
談
会

　１月16日、市文化会館で出水市すこやかな青少年
を育む集いが行われ、子ども会活動などを通じて青
少年の健全な育成に尽力した個人や団体への表彰の
ほか、子ども会活動の事例発表、ＰＴＡ活動発表な
どがありました。
　声優・歌手・脚本家等各方面で活躍されている、
佐久間レイさんの講演もありました。

や
わ
ら
か
い
心
を
持
っ
て

青
少
年
を
育
む
集
い
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　１月21日、市音楽ホールで出水女性団体連絡会（７
団体）、高尾野女性グループひまわりの会（３団体）、
野田町女性団体連絡協議会（４団体）等が一堂に会す
る市女性大会が開催されました。
　大会では、市母子寡婦福祉会によるアトラクショ
ンや鶴の町商工会女性部の活動発表のほか、寶

ほ う き

亀
道
み ち た か

隆先生による講演もあり、多くの参加者が女性の
熱心に聴き入っていました。

広
げ
よ
う
女
性
の
輪
と
和

市
女
性
大
会

　１月21日、「出水市観光大使」の委嘱式を行いまし
た。これは、異動で県外に勤務する方などに本市の
豊富な農畜産物や観光地を全国各地でＰＲしてもら
い、市の活性化につなげようと初めて設置したもの。
　今回、出水税務署長の伊倉博氏と東京で税理士を
されている峰岡睦久氏（元出水税務署長）に観光大使
を委嘱しました。

県
外
の
転
勤
先
な
ど
で
Ｐ
Ｒ

観
光
大
使
委
嘱
式

　１月27日、昔ながらの手すきと天日干しによる海
苔作りがありました。
　近年、海苔養殖は摘み取りや乾燥など機械化が進
んでいますが、手すきで作った海苔は食感が良いこ
とが特徴。出水産の海苔を広くＰＲしようと北さつ
ま漁協出水支所と出水天恵海苔グループが実施した
もので、県内外から訪れた約40人が伝統の手すきを
体験していました。

昔
な
が
ら
の
手
作
り
で

海の

り苔
手
す
き
体
験

　１月31日、本市で越冬していたツルの北帰行が確
認されました。
県ツル保護会によると、昨年より11日遅いもののほ
ぼ例年並みとのことです。
　出水の地で十分に英気を養ったツルたちが、無事
にシベリアへたどり着き、来季も元気に帰ってくる
ことを願っています。

来
年
も
帰
っ
て
き
て
ね

ツ
ル
北
帰
行
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　数多くの伝統芸能や絵画など、市内の各団体等が
成果を発表する文化祭が各地域で開催されました。
　１月30日・31日の出水地域文化祭を皮切りに、２
月６日・７日に野田地域文化祭が開催されました。

（高尾野地域は２月20・21日）
　今年度は、本市で国民文化祭が開催されたため、
初めての「冬の文化祭」となりました。

文
化
・
芸
術
を
堪
能

各
地
域
文
化
祭

　１月31日、アジア地域からの観光客誘致事業の一
つとして外国人向けのモニターツアーと意見交換会
が開催されました。
　これは、肥薩おれんじ鉄道が企画したもので、約
30人の参加者は、ツルの渡来地や武家屋敷を訪問。
武家屋敷ではお茶のおもてなしや牛車の乗車を体験
しました。また、企画列車の「おれんじカフェ」に試
乗し、特製弁当も楽しみました。

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
開
催

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

　２月７日、出水の戦争遺跡の現状、聞き取り体験
談から見えてきたことについての講演と、映画上映
会が市音楽ホールで開催されました。
　出水の戦争遺跡を考える会の神信裕氏から本市の
戦争遺跡の紹介があり、鹿児島大学 佐藤宏之准教
授の講演の後、当時の出水（米ノ津町）の民家を舞台
にした映画「紙屋悦子の青春」の上映がありました。

遺
跡
や
体
験
談
に
学
ぶ

出
水
の
戦
争
遺
跡
を
考
え
る
会

薩
摩
の
意
地
を
見
せ
る

肥
薩
対
抗
柔
道
大
会

Ａ
ク
ラ
ス
を
死
守

第
29
回
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

　

１
月
31
日
、
第
29
回
鹿
児
島
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競

走
大
会
が
霧
島
市
隼
人
運
動
場
発
着
で
開
催
さ
れ
、
郷
土

の
誇
り
を
胸
に
出
水
地
区
チ
ー
ム
は
総
合
４
位
で
Ａ
ク
ラ

ス
を
死
守
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
は
、
全
６
区
間
21
・
０
９
７
５
㌔
で
争
わ
れ
、

出
水
地
区
チ
ー
ム
は
１
区
（
一
山
麻
緒
選
手
：
出
水
中
央

高
３
年
）
で
区
間
賞
（
新
記
録
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
中
高
校
生
と
一
般
選
手

の
粘
り
強
い
走
り
で
、
昨
年
に
続
き
Ａ
ク
ラ
ス
入
り
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
や
現

地
で
大
き
な
声
援
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
15
年
間
に
わ
た
り
、
出
水
地
区
チ
ー
ム
を
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
黒
田
安
名
監
督
が
永
年
出
場
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　２月７日、総合武道館で第37回肥薩対抗柔道大会
が開催されました。
　出水地区（薩摩軍）と水俣から八代地区（肥後軍）に
分かれて、小学生から高校生までの選手が白熱した
試合を繰り広げました。
　結果は、前回大会に続いて、15勝11敗７分けで出
水地区が勝利しました。
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短期教室
SEIKA春季キッズ教室

【日程】

〒899-0215 出水市武本4709-3 ●休館日水曜日 ●URL：http://www.seika-scp.co.jp

●申込受付時間 月・火・木・金 10:00～20:00 土 10:00～19:00 日・祝 10:00～17:00

TEL：0996-63-0202

詳細は、こちらをご覧ください。
http://www.seika-spc.co.jp/gyms/izumi/index.php

3月1日(火)～

申し込みスタート！

3/29（火）・30（水）・31（木）
4/4（月）・5（火）・6（水）

【料金】3,600円＋税

【募集人数】各期30名

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配布
されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用くだ
さい‼現在募集中の広告につきましては、2016年５月号以降の
掲載予定となりますので、ご了承ください。
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柳
ヶ
水
）

武　

本　

妙　

子
（
上

中
）

松　

永　

十　

郎
（
向

江
）

西　
　
　

マ
サ
ミ
（
山

下
）

奥　

田　

久　

雄
（
関

外
）

杉　

谷　

孝　

秀
（
鹿
児
島
市
）

上
出
口　

重　

徳
（
上

中
）

花　

田　

多
喜
江
（
石
坂（
出
水
））

田　

中　

滿　

德
（
表
郷
西
）

中　

村　

喜
美
男
（
渡
瀬
口
）

梶　

原　
　
　

保
（
本

城
）

武　

田　

尚　

輝
（
埼
玉
県
）

新　

屋　

良　

美
（
浦

窪
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ
の

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届
け
出
の

際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
か
、
本
庁
総

合
政
策
課（
☎
�
４
１
２
０
）ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

３　　　　　月
日 医　療　機　関　名

６日（日）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62−8600

［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62−3111

［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

13日（日）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63−3151

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84−2005

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

20日（日）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62−1559

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

21日（月）

［当］ 恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82−0048

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62−0241

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

27日（日）

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801

［当］ 野田診療所 内科 仮屋 ☎84−2023

［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［児］ 二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62−0167

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）午後 7 時～同 11 時（毎日対応）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
３月21日

こ じ ま 歯 科 医 院 歯科 ☎63－4618 表 郷 西
ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場

３月27日
楠元内科医院（歯科）歯科 ☎79－3351 鹿 島
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町
野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮 屋

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
３月１日～６日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400

携帯電話
（090－7397－7898）

三 友 建 設 ☎82－0173

携帯電話
（090－7154－7490）

３月７日～13日 たかさご水道 ☎67－4400 別府水道住宅設備 ☎84－2080
３月14日～20日 日之出建設工業 ☎63－3388 樋 口 電 設 ☎85－5901
３月21日～27日 職 建 ☎62－1409 ホクシン工建 ☎82－0612
３月28日～31日 あかつき電化 ☎62－0650 野 村 電 設 ☎82－3637

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2016年１月１日〜同１月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（＋１） １件（＋１） ０人（±０） ０人（±０） 200件（－22） 106人（－27）
2016年の累計 １件（＋１） １件（＋１） ０人（±０） ２人（±０） 200件（－22） 106人（－27）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

３月の主な行事

３月６日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原

３月13日
白 男 川 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0009 向 江
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田
ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園

３月20日
スマイル歯科医院 歯科 ☎75－3300 阿久根市
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

６日（日）▶ひなまつりのお手前（午前10時・市公開武家屋敷「竹添邸」）

20日（日）・21日（月）▶中の市（午前７時・高尾野駅前通りほか）

27日（日）▶着物で武家屋敷を歩こう会（午前９時（午後１時30分）・麓武家屋敷群）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp

スマートフォン用 携帯電話用   
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

１
月
23
日
（
土
）
に
博
物
館
講
座
「
ツ

ル
の
飛
び
立
ち
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
22
人
で
し
た
。

　

夜
明
け
前
の
暗
い
う
ち
か
ら
バ
ス
に
乗

り
込
み
、
東
干
拓
の
ね
ぐ
ら
で
の
ツ
ル
の

様
子
を
観
察
し
た
り
、
荒
崎

で
は
、
飛
ん
で
い
る
ツ
ル
の

羽
数
を
カ
ウ
ン
タ
ー
で
数
え

る
体
験
も
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
餌
ま
き
の
ト
ラ
ッ

ク
が
田
ん
ぼ
に
入
る
と
ツ
ル

が
一
斉
に
飛
び
立
ち
、
参
加

者
か
ら
は
感
激
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　故山道与市氏（元出水市議会
議員）に従五位の叙位があり、
ご遺族に伝達しました。山道氏
は、連続 11 期 43 年にわたり市
議会議員を歴任されました。

博
物
館
講
座

　
ツ
ル
の
飛
び
立
ち
観
察
会

　第６回白鵬杯相撲大会・小
学４年生の部（148 人参加）
で優勝した、山下昇介選手（高
尾野小学校４年・写真左）と
弟の正清選手

　

日
曜
日
、
朝
起
き
て
外
を

見
る
と
真
っ
白
。思
わ
ず「
い

や
い
や
、
鹿
児
島
だ
し
！
」

と
つ
ぶ
や
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
子
供
た
ち
に
は
最
高
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た

が
、
次
の
日
の
通
勤
に
支
障

が
あ
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

上
の
写
真
は
、
東
光
山
公

園
か
ら
撮
っ
た
も
の
で
す
。

２
日
間
に
わ
た
る
雪
。
南
国

で
は
珍
し
い
、
一
面
の
銀
世

界
で
し
た
。　
　
　
（
浦
﨑
）

　市で役立ててほしいと、本市
に支店のある立尾電設株式会社
の永田光男社長から黄綬褒章受
章の記念にと車いす２台を寄付
していただきました。

　ツルのえさ代等に役立ててほ
しいと、日本航空株式会社（Ｊ
ＡＬ）から県ツル保護会に寄付
をいただきました。

　全国中学校創造ものづくり教
育フェア・木工チャレンジコン
テスト製作部門で、厚生労働大
臣賞（２位相当）を受賞した川
床暢誉さん（出水中学校２年）

　ツルの保護等に役立ててほし
いと、出水ライオンズクラブ（植
村猛会長）から、県ツル保護会
に寄付をいただいきました。

『今月の問題』
北海道にある「ツル」が付く地名は
次のうちどれでしょう。

Ａ　舞鶴市
Ｂ　鶴田町
Ｃ　鶴居村
先月号のクイズと答え
世界で一番小さいツルはどれでしょう。
答えは B アネハヅルでした。


